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さかもと・ひさしさん㊧の出版鰐念
会で顔を合わせた大木惇夫さん㊥と
米田栄作さん（昭和41年）

被
爆
地
の
思
い
を
こ
め
た
合
唱
「
川
よ
と
わ
に
美
し
く
」
　
（
三
枝
成
適
作
的
）
は
、
昭
和
五
十
六

年
初
演
以
薬
、
毎
華
ど
こ
か
で
歌
わ
れ
て
き
た
．
こ
の
詩
を
笹
い
た
馬
糞
蓮
の
最
長
老
、
米
田
柴
作

（
本
名
・
葉
、
広
能
冊
滴
区
琵
五
丁
目
）
は
、
こ
の
六
月
十
五
日
で
八
十
能
に
な
っ
た
．
大
正
末
か
ら

講
を
轟
い
て
き
た
栗
田
が
、
煉
嬢
で
ど
う
変
わ
り
、
ど
う
ヒ
ロ
シ
マ
を
麦
現
し
よ
う
と
し
て
き
た
か
。

そ
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
、
戟
前
・
戦
後
の
広
島
詩
壇
の
一
つ
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
で
も
あ
る
。

感
じ
さ
せ
な
い
年
齢

「
中
国
語
塊
」
選
者
で
あ
る
は

就
文
教
女
子
大
の
杉
本
群
生
教
授

は
、
こ
と
し
刊
行
さ
れ
た
「
広
亀

娘
特
損
第
1
7
集
」
の
中
の
米
田
の

講
「
部
落
抄
（
へ
ぎ
ら
く
し
ょ

う
）
」
に
、
年
鵬
を
感
じ
さ
せ
ぬ

も
の
を
読
み
取
り
続
い
た
。

ミ
タ
イ
　
ア
ア
　
鳩
こ
ナ
リ
タ

イ」

燃
え
る
よ
う
な
怒
り

こ
の
諒
の
中
に
杉
本
蕾
生
は
、

燃
え
た
ぎ
る
マ
グ
マ
の
よ
う
な
も

の
ー
～
感
じ
た
。
「
単
な
一
義
轟
歌

で
な
い
、
人
間
自
体
の
持
っ
て
い

る
燃
え
る
よ
う
な
怒
り
が
あ

る
」
。
そ
し
て
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル

や
古
賀
替
江
（
画
家
・
詩
人
、
明

治
二
十
八
毎
－
昭
和
八
年
）
と
い

っ
た
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
超

現
実
主
義
）
に
触
れ
た
戦
前
の
米

田
の
経
歴
に
注
目

す
る
．
シ
ュ
ー
ル

レ
ア
リ
ス
ム
の
影

蕾
で
富
美
を
解
体

し
、
請
書
を
通

っ
て
き
た
詩
人
だ

か
ら
、
前
な
る
叙

情
詣
で
な
い
ヒ
ロ

シ
マ
の
詩
が
生
ま

れ
た
、
と
み
る
の

である。・
話
は
大
正
十
二

年
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
。
九
月
一
日
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

「
灼
（
や
）
け
残
っ
た
原
爆
ド

ー
ム
で
　
な
せ
八
時
十
五
分
に
銘

が
鳴
ら
な
い
の
だ
ろ
う
／
そ
れ
ゆ

え
　
深
夜
∴
我
ら
鴫
（
な
）
き
や

ま
ず
／
空
洞
は
満
干
の
繰
り
返
し

／
（
略
）
哲
郎
イ
ア
ス
カ
　
マ
ダ

薬
マ
セ
ン
カ
L
I
哲
郎
と
は
、
ニ

簾
で
横
死
し
た
米
田
の
三
男
．
非

は
さ
ら
に
、
第
一
次
大
戦
で
披
弾

し
た
頭
の
働
か
も
と
で
一
九
一
八

詩
壇
活
性
化
の
発
端

「
序
曲
」
刊
行
し
叙
情
に
対
抗

年
に
亡
く
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
詩

・
会
で
ヨ
ー
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の

イ
メ
ー
ジ
と
交
鐙
す
る
。

「
銃
撃
さ
れ
た
者
は
　
砲
撃
－

れ
た
者
は
　
核
娯
暮
さ
れ
た
者
は

／
頻
死
の
血
雰
流
す
／
簸
基
（
む

こ
）
の
人
が
と
は
と
／
多
産
の
皿

を
流
し
　
多
数
殺
さ
れ
る
／
死
に

絶
え
る
と
き
　
身
も
心
も
渇
く
か

ー
h
プ
ア
ア
　
ソ
レ
タ
ケ
ノ
水
ヲ
欽

七
・
九
の
関
東
大
震
災
は
よ
q

東
京
を
中
心
と
す
る
関
東
一
帯
は

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
文
化
人
は

地
方
へ
と
四
赦
し
た
．
こ
れ
が
地

方
に
刺
激
を
与
え
、
各
地
に
詩
の

略
盤
鶏
一
～
も
た
ら
し
た
。
名
古
屋

で
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
替
山
行
夫

が
清
離
し
、
神
戸
に
竹
串
郡
、
中

国
大
陸
の
大
連
に
は
安
西
冬
衝

や
北
川
冬
彦
と
い
っ
た
人
々
が

登
場
し
盛
ん
に
詩
誌
を
刊
行
し

た。

活
動
拠
点
の
一
つ
に

そ
う
し
た
活
発
な
諸
活
動
の
拠

点
の
一
つ
に
広
庭
も
数
え
ら
れ

た
．
広
島
市
中
区
天
満
町
出
身
の

詩
人
大
木
博
夫
（
明
治
一
千
八
年

－
昭
和
五
十
一
事
）
は
、
麗
災
後

に
郷
里
・
広
箆
に
帰
り
翌
十
三

年
、
個
人
詩
誌
「
黒
猫
」
を
発

刊
し
た
。
「
真
っ
黄
色
な
裟
緒
に

黒
猫
妄
語
い
た
雑
誌
で
、
中
の
叙

情
詩
に
も
び
っ
く
り
し
た
」
と
、

米
田
は
そ
の
時
の
新
鮮
な
驚
き

を
語
る
。

大
木
の
再
上
京
に
よ
り
「
黒

猫
」
は
二
号
で
捷
刊
に
な
る
が
、

こ
こ
に
発
表
し
た
詩
を
中
心
に

詩
集
「
風
・
光
・
木
の
葉
」
　
（
大

正
十
四
年
）
が
生
ま
れ
、
北
原

白
秋
の
絶
賛
を
浴
び
る
の
で
あ

る。

「
黒
猫
」
の
発
行
は
、
広
島
の

若
い
詩
人
た
ち
に
街
韓
を
与
え
、

昭
和
の
初
め
に
か
け
て
広
島
詩
壇

書
商
牲
化
す
昌
一
っ
か
け
と
な
っ

た
の
で
あ
る
．

明
治
四
十
一
年
生
ま
れ
の
米
田

は
、
広
囁
市
南
区
比
治
山
本
町
の

建
材
店
の
長
男
で
、
大
正
十
年
、

旧
制
広
島
市
立
商
業
学
校
に
入
学

以
釆
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
白

馬
省
吾
、
日
夏
欧
之
介
、
冨
田
宗

治
、
萩
蝶
朔
太
郎
、
室
生
塵
曇
ら

の
詩
を
読
む
早
熟
な
少
年
だ
っ

た．
大
正
十
三
年
三
月
に
は
早
く
も

友
人
と
詩
誌
「
南
方
詩
人
」
を
出

し
て
い
る
．
そ
し
て
十
月
に
は
、

山
本
善
一
、
藤
井
正
志
、
磨
田

（
だ
ぼ
だ
）
正
二
つ
と
講
蕃
一
序

曲
」
を
刊
行
し
た
．
こ
れ
は
、
大

木
の
「
黒
猫
」
の
叙
情
に
対
抗

し
、
前
衛
的
な
詩
を
自
指
し
た
動

き
で
あ
っ
た
．

「
序
曲
」
の
表
紙
を
絹
い
た
の

が
、
段
原
町
（
現
・
南
区
比
治
山

町
）
に
い
た
「
広
畠
の
ロ
ー
ト
レ

ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
た
百
家
山
路
蔀

（
明
塗
ニ
十
六
年
－
昭
和
十
九

年
）
で
あ
る
．
山
路
の
ア
ト
リ
エ

は
米
田
ら
若
い
詩
人
や
、
穀
光
ら

画
家
の
た
ま
り
場
で
あ
っ
た
．

「
瀬
戸
内
海
詩
集
」
を
出
し
た
詩

人
さ
か
も
と
・
ひ
さ
し
も
、
後
に

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
重
要
メ
ン
バ
ー

の
一
人
と
な
っ
た
．

（
文
中
驚
路
）



昭和63年（j988年）7月29日　（金曜日）（11）【文化】中

三
一
－
へ
二
義
詰

「
白
い
手
の
友
よ
　
郡
の
火
の

皮
を
剥
ぎ
／
ま
二
つ
に
断
ち
切
っ

て
食
べ
る
こ
と
は
／
お
も
ひ
止
ま

る
や
う
に
し
た
ら
如
何
で
す
／
あ

な
た
の
ナ
イ
フ
が
巌
の
な
か
の

種
子
に
／
ふ
か
く
致
命
傷
を
あ
た

へ
る
こ
と
は
経
か
で
す
」
　
（
「
種

子
」
統
一
迎
）

1
6
歳
で
作
品
が
入
選

大
証
畑
最
大
の
諸
人
組
織
・
謹

商
会
が
発
行
す
る
謹
め
「
日
本
雄

大
」
第
二
新
詩
人
号
（
大
正
十
四

年
二
月
刊
）
に
扱
っ
た
、
十
六
腰

の
粟
胴
栄
作
の
講
で
あ
る
。
新
人

作
品
嚢
に
応
接
白
馬
省
吾
の

道
で
こ
桐
に
入
道
し
た
も
の
だ
．

白
馬
は
「
こ
の
優
し
い
心
つ
か
ひ

こ
そ
諸
人
の
虚
の
も
の
だ
」
と
譜

し
た
。
こ
の
時
、
米
田
が
相
村
龍

一
、
集
村
脊
文
の
二
つ
の
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
応
挿
し
た
作
品
も
、
生
田
　
会
を
脱
退
し
た
芸
術
至
上
派
と
も

蜜
月
の
選
と
萩
原
朔
太
郎
の
道
　
い
う
べ
き
北
殿
白
秋
、
三
木
徳

風
、
佐
藤
番

犬
、
大
木
惇
夫

ら
の
二
つ
の
勢

普
楽
・
詩
の
総
会
蒸
器
「
広
婁
云

術
」
を
発
行
し
た
。

民
衆
派
と
し
て
は
、
比
治
山
の

下
基
撃
へ
る
山
本
寧
一
、
米
田
栄

作
を
中
心
に
、
藤
井
正
志
、
鹿
田

（
た
は
た
）
正
一
が
加
わ
り
「
東

洋
鬼
（
と
う
や
ん
き
い
）
」
を
、

や
は
り
十
五
年
に
創
刊
し
た
．
山

路
商
が
菱
紙
を
描
い
た
．

一
方
、
裳
只
で
は
腹
豊
岡
師
付

鹿
田
掌
出
身
の
熊
平
聾
一
（
昭
和

三
十
五
年
、
五
十
三
熊
で
死
去
）

米
田
さ
ん
ら
が
利
行
し
た
詩
誌
「
東
洋
鬼
」
（
大
正
十
五
年
）

で
、
そ
れ
ぞ
れ

硝
作
に
入
っ
て

いる。
「
落
か
っ
た

け
と
勉
強
も
し

ま
し
た
よ
」
と

米
田
。
竹
屋
町
（
現

民
衆
派
と
芸
術
至
上
派

2
勢
力
に
分
か
れ
詩
誌
創
刊

広
島
市
の
繁
華
街

・
流
用
に
、
芸
術

の
宣
伝
啓
蒙
（
け

い
も
う
）
を
愚
図

し
て
開
い
た
夜
店

で
あ
る
。
「
あ
ま

捺
胃
車
　
力
に
分
か
れ
、
地
力
帯
地
も
そ
の

区
）
に
ワ
ラ
ふ
き
の
古
本
屋
・
石

川
露
店
が
あ
っ
た
。
東
京
で
出
版

さ
れ
た
詩
集
も
い
ち
早
く
店
頭
に

並
ん
だ
。
米
田
は
こ
こ
で
富
沢
賢

治
詩
集
「
穂
と
修
薙
」
の
新
し
い

リ
ズ
ム
を
知
り
、
コ
ク
ト
才
、
ア

ポ
り
ネ
ー
ル
に
触
れ
た
．

当
時
、
日
本
の
詩
壇
は
民
衆
詩

派
を
主
俺
と
す
る
諦
諸
会
と
詩
話

彫
藷
を
受
け
て
い
た
．

広
告
の
芸
術
至
上
派
は
大
木
虚

実
の
弟
で
小
箱
町
（
現
・
申
区
）

に
い
た
大
木
望
一
（
後
に
上
京
、

四
十
年
に
六
十
巌
で
死
去
）
、
い

と
こ
の
今
井
革
こ
ら
で
、
詳
謡

「
唖
人
（
あ
じ
ん
）
」
　
（
後
に

「
街
鶉
」
）
を
大
皿
十
五
年
に
創

刊
．
闇
和
三
－
四
年
に
は
美
術
・

や
、
捧
聾
（
二
十
六
年
、
四
十

五
殿
で
死
去
）
が
、
長
崎
墓
丁
出

身
の
評
論
家
山
本
健
吉
ら
を
ま
き

こ
ん
で
請
謁
「
篤
霞
」
を
出
し

て
い
た
。宣

伝
啓
蒙
に
夜
店
も

「
東
洋
鬼
」
の
霊
議
に
「
芸

縮
雑
轄
街
上
市
場
・
ピ
エ
ロ
」
の

広
告
が
あ
る
。
米
田
や
山
路
ら
が

り
奇
態
な
適
中
が
店
軽
を
し
て
い

る
の
で
お
客
が
番
っ
て
来
ず
、

近
所
の
子
供
ら
が
物
珍
し
そ
う

に
店
の
前
で
ワ
イ
フ
イ
掻
い
で

く
れ
た
」
と
、
米
田
が
中
国
新

聞
（
二
十
六
年
七
月
）
に
思
い
出

を
菖
い
て
い
る
。

「
東
洋
鬼
」
の
一
員
で
あ
る
藤

井
は
、
堺
町
（
現
・
申
区
）
の
お

も
ち
ゃ
屋
の
息
子
で
、
後
に
逝
信

省
に
勤
め
、
昭
和
三
十
九
年
に
五

十
九
綾
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
蓮

田
は
戦
後
、
広
島
で
古
書
店
を

開
い
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
る

が
、
そ
の
後
の
消
息
は
わ
か
ら
な

l
 
o

「
東
洋
鬼
」
に
「
湖
に
は
こ
ぼ

れ
て
来
て
／
横
に
の
り
上
げ
た
古

下
駄
が
／
陸
へ
歩
い
て
薬
た
き
う

に
こ
ろ
が
っ
て
居
る
」
と
い
っ
た

短
詩
を
琶
い
た
山
本
蜜
一
は
、
大

正
十
五
年
三
月
に
上
京
、
文
嚢
細

池
寛
に
気
に
入
ら
れ
文
芸
馨
秋
社

に
入
社
し
た
。
作
家
大
田
洋
子
が

藍
で
菊
池
の
秘
輩
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
．

四
、
五
畿
年
堤
だ
っ
た
山
本
の
後

｝
～
逼
っ
て
、
米
田
も
一
時
期
上
京

す
る
。
し
か
し
、
山
本
に
言
わ
れ

て
帰
雛
し
、
家
薬
の
建
材
店
を
切

り
盛
り
し
な
が
ら
譜
作
を
続
け
る

こ
と
を
決
心
す
る
．
山
本
は
昭
和

二
年
四
月
一
日
、
㍊
綾
が
悪
化
し

広
豊
で
死
去
し
た
。

朔
太
郎
と
犀
星
影
響

「
東
洋
兜
」
創
刊
号
に
戴
せ

た
米
田
の
譜
の
一
つ
「
樹
木
と

魚
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た。

「
川
底
の
わ
び
し
い
樹
木
へ
／

背
じ
ろ
い
魚
が
の
は
り
は
じ
め
た

…
／
幹
か
ら
枝
へ
　
枝
へ
と
／
ひ

と
り
　
さ
び
し
く
た
わ
む
れ
な
が

ら
・
・
・
／
あ
　
つ
い
に
樹
木
の
頂
上

か
ら
／
笠
の
ぶ
ら
ん
こ
に
ぷ
ら
さ

が
グ
駒
へ
　
後
へ
大
き
く
ゆ
す

ぶ
れ
ば
／
魚
は
川
堤
に
は
げ
し
く

ふ
り
浴
さ
れ
た
…
」

萩
原
朔
太
郎
の
慮
壁
藍
住
隆

盛
の
－
戒
楷
衰
現
に
ひ
か
れ
、
二
人

の
詩
を
合
わ
せ
た
よ
ー
つ
な
高
菜
奮

き
た
い
、
と
思
っ
て
い
た
米
田
で

あ
っ
た
。
　
（
文
中
繋
蕗
）
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昭和63年（j988年）8月3日　（水曜日）（9）【文化】申

「シュール事件」でつかまった山路さん㊨と
きかもとさん．円内は田谷さん

次
第
に
明
る
さ
失
う

一
丁
二
六
密
件
は
昭
和
十
一

年
、
日
中
戦
争
の
ぽ
っ
発
が
十
二

ん
で
い
っ
た
方
が
、
米
田
の
心
理

の
推
移
を
た
ど
り
や
す
い
．
昭
和

の
初
め
ご
ろ
の
詩
は
「
森
林
を
行

進
す
る
軍
隊
．
草
花
が
頓
（
ふ

年
七
月
七
日
の

こ
と
で
あ
る
．

大
正
末
か
ら
昭

和
に
か
け
て
の
、
比
較
的
自
由
な

雰
囲
気
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
、

時
代
は
的
瓢
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
と
突

入
し
て
い
く
．

米
田
栄
作
は
昭
和
七
年
ご
ろ
か

ら
、
吉
田
栄
治
（
明
治
二
十
六
年

－
昭
和
三
十
年
）
の
主
宰
す
る
結

露
「
椎
の
木
」
に
作
品
を
発
表
し

て
い
た
．
動
き
の
少
な
い
時
期
で

あ
る
．
そ
し
て
十
二
年
三
月
、
初

め
て
の
詩
集
「
鳩
の
硬
」
を
出
し

て
詩
我
を
折
る
の
で
あ
る
．
「
鳩

の
佼
」
は
、
古
い
詩
を
後
ろ
の
ペ

ー
ジ
へ
、
新
し
い
作
品
ほ
ど
前
に

配
列
し
て
藁
し
た
と
い
う
．
だ

か
ら
一
二
の
詩
興
は
後
ろ
か
ら
読

i
　
－
　
i
i
－
i
i
I
i
．
i
I
I
！
：
－
．
I
I
i
i
i
I
i
i
－
．
i
，
l
i
，
・
，
－
－
，
－
－
－
，
i
－
－
I
H
し
い
い
い
∪
甘
い
・
－
ト
・
点
E
i
i
目
上
i
I
I
I
I
I
‥
・
－

喬
（
た
か
）
い
横
顔
に
似
て
私
を

拒
絶
す
る
／
私
は
深
夜
の
菜
か
ら

廻
れ
石
を
す
る
L
I
こ
れ
は
、
多

分
、
表
現
の
世
界
か
ら
の
「
廻
れ

石
」
を
意
味
す
る
．
そ
し
て
「
私

は
郭
U
で
あ
る
／
私
の
生
命
は
再

び
古
典
の
彼
方
へ
神
々
の
選
（
あ

も
り
で
書
い
た
」
と
米
田
。

米
田
の
詩
に
は
よ
く
鳩
が
出
て

く
る
．
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
空
を

飛
ぶ
巽
を
持
っ
た
百
里
な
心

の
象
徴
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
自
由

な
鳩
」
は
い
ま
や
「
湾
の
こ
と
く

胸
の
い
た
き
し
む
る
も
の
、
卑
屈

の
み
多
き
後
信
に
し
て
、
哀
れ
や

詩
の
本
（
も
と
）
こ
そ
昏
（
く

ら
）
み
け
る
」
　
（
「
鳩
の
夜
」
）

と
い
う
状
態
で
あ
り
そ
の
翼
は

「
鍍
金
（
メ
ッ
キ
）
」
な
の
で
あ

る
．
自
ら
の
魂
の
救
い
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
－
迷
い
の
中
の
「
歎
巽
・

自
由
奪
わ
れ
詩
に
別
れ

古
典
の
世
界
へ
救
い
求
め
る

図
っ
た
と
の
容
疑
で
あ
る
。
さ
か

も
と
は
刑
事
か
ら
「
お
前
は
シ
ュ

ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
だ
」
と
害
わ
れ

「
単
な
る
象
徴
派
だ
」
と
答
え

る
。
刑
事
は
さ
か
も
と
の
指
の
間

に
エ
ン
ピ
ツ
を
は
さ
み
、
強
く
撞

り
務
め
実
費
主
義
と
の
つ
な
が

り
を
富
士
と
寅
め
た
．

翌
十
七
竺
ハ
月
、
三
人
は
釈
放

さ
れ
る
が
、
山
路
だ
け
再
逮
捕
さ

れ
こ
週
間
連
れ
の
出
所
に
な
っ

た
．
拘
留
の
熊
理
が
た
た
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
山
路
は
喉
頭
（
こ
う

と
う
）
結
核
で
十
九
年
六
月
二
十

六
馬
糞
し
た
．

「
山
路
は
努
へ
の
霜
が
斑
一

る
）
へ
て
ゐ
る
」
と
い
っ
た
詩
句

も
含
ん
で
い
る
が
、
ま
だ
明
る
さ

を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
が
だ
ん
だ

ん
暗
く
な
っ
て
い
く
。

迷
う
心
の
内
を
表
現

た
と
え
ば
「
静
か
な
時
間
」
の

一
節
．
「
諸
謡
（
か
い
ぎ
ゃ
く
）

は
既
に
塞
言
で
あ
る
／
夢
は
一
塁

し
）
音
を
深
紫
す
る
L
 
I
「
古

典
」
と
は
「
万
葉
集
」
の
世
界
で

あ
ろ
う
．
「
立
体
造
形
詩
」
を
求

め
た
詩
心
が
、
暗
い
現
実
の
中

で
、
太
古
の
命
に
救
い
を
求
め
て

い
る
．
そ
し
て
、
誇
ら
し
い
詩
と

し
て
の
穀
後
の
作
品
が
「
鳩
の

夜
」
で
あ
る
．
「
私
は
こ
の
作
品

を
自
分
の
「
歎
莫
秒
」
室
曾
く
つ

抄
」
で
あ
り
、
詩
と
の
別
れ
と
し

て
の
詩
集
だ
っ
た
。

「
当
時
、
藷
善
書
こ
う
と
す
る

と
二
つ
の
追
し
か
な
か
っ
た
」
と

米
田
．
一
つ
は
戦
審
問
湯
の
愛
国

詩
を
発
表
す
る
逼
．
も
う
一
つ
は

地
下
に
も
ぐ
っ
て
反
戦
詩
を
暫
く

道
．
「
私
に
は
戟
聾
霧
の
詩
は

害
け
な
い
．
と
い
っ
て
戦
争
に
反

対
し
た
わ
け
で
も
な
い
．
そ
の
勇

気
が
私
に
な
か
っ
た
」

詩
人
や
画
家
ら
逮
捕

そ
の
こ
ろ
比
治
山
の
ふ
も
と
の

段
原
町
（
現
・
腹
島
市
南
区
比
治

山
町
）
の
画
家
山
路
商
を
囲
む
グ

ル
ー
プ
に
は
詩
人
さ
か
も
と
・
ひ

さ
し
（
坂
本
寿
、
明
治
四
十
二
年

・
・
由
和
五
十
四
年
）
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
詩
人
田
谷
善
夫
（
明
治
四
十
四

年
－
昭
和
四
十
年
）
ら
が
い
た
．

さ
か
も
と
を
中
心
に
、
ロ
ー
マ
字

に
よ
る
音
韻
研
究
な
ど
を
続
け
て

いた。十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
謡

は
米
鐙
を
真
珠
湾
に
攻
蛤
し
た
。

そ
の
探
投
、
山
路
、
さ
か
も
と
、

田
谷
ら
は
特
萌
刑
事
に
踏
み
込
ま

れ
逮
捕
さ
れ
た
．
シ
ュ
ー
ル
レ
ア

リ
ス
ム
の
技
法
に
よ
り
、
左
翼
忠

誠
の
啓
裟
（
け
い
も
う
）
帯
湯
を

く
、
夜
中
で
も
『
戦
争
店
請
」
と

路
上
で
叫
ん
で
い
た
」
と
米
田
は

亭
つ
．
山
路
の
絵
に
松
の
態
矛
描

い
た
大
作
「
松
」
が
あ
っ
た
．
釈
放

後
の
山
路
が
「
松
の
根
っ
こ
で
苦

し
め
ら
れ
た
よ
」
と
語
っ
て
い
る
。

そ
の
絵
が
宣
命
的
忠
義
を
表
現
し

て
い
る
と
刑
事
に
追
及
さ
れ
た
．

「
金
網
を
張
っ
た
小
さ
な
窓
か

ら
／
鳩
の
発
効
す
る
さ
ま
は
／
自

由
へ
の
限
り
な
い
渇
望
だ
ろ
う
」

－
後
に
田
谷
は
「
私
は
鳩
に
な
り

た
い
」
と
い
う
詩
を
苔
い
た
．

（
文
中
敬
称
略
）



昭和63年（j！躯8年）8月4日　（木曜日）（11）【文　化】

米田さんが峠三吉らと刊行した寓言志「地核」

「
そ
の
手
の
名
は
抵
郎
／
二
つ
　
（
現
・
申
区
十
日
市
町
）
に
い
た
た
と
き
／
静
脈
の
よ
う
地
霊
の

だ
っ
た
／
煉
接
の
煙
ケ
野
陳
を
／
三
男
哲
郎
は
、
母
方
の
租
父
母
と
よ
う
／
ふ
た
た
び
川
は
流
れ
て

幾
日
も
幾
日
も
／
一
カ
月
も
／
ニ
と
も
に
爆
死
し
た
。
馨
も
遡
品
い
た
」
（
「
用
の
鎮
魂
歌
」
）

カ
月
も
／
私
は

探
し
捗
い
た
が

／
そ
の
子
の
格

「
悔
恨
」
と
い
う
喜
集
の
繰
り

返
し
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
年
九

月
十
七
日
、
枕
崎
台
風
、
十
月
十

「
再
び
　
す
ば
や
く
美
し
く
壁

（
よ
み
が
え
）
っ
た
も
の
／
そ
れ

は
三
角
洲
を
つ
ら
ぬ
く
川
だ
っ
た

／
日
を
超
（
お
）
ふ
て
　
水
脈
は

／
色
濃
く
冴
（
さ
）
え
て
き
た
／

そ
の
色
の
な
か
で
　
私
の
連
子
は

／
随
分
大
き
く
な
っ
た
ゞ
ら
う
」

（
「
川
よ
、
と
は
に
美
し
く
」
）

詩
誌
に
次
々
と
発
表

広
寓
の
瞬
虚
で
生
ま
れ
た
米
田

の
弗
は
、
一
千
三
年
か
ら
二
十
四

年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
詩
誌

仕
誕
す
る
と
も
か
ざ
ら
な
い
し
、

ま
た
生
ま
れ
て
さ
て
も
い
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
．
こ
れ
は
ま
さ
に

「
広
島
」
で
あ
っ
て
こ
そ
出
来
得

る
仕
事
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
の

（
み
ま
）
か
り
し
も
の
ら
う
つ
ろ

ひ
／
は
や
鮭
を
つ
け
む
と
す
る
か

触
り
た
き
も
の
を
」

こ
の
時
、
峠
の
牽
い
た
譜
「
婆

の
黎
明
」
は
「
山
の
端
に
な
つ
き

さ
え
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
」
　
（
「
饗
招
電
子
」
）

食
事
中
、
白
い
光
線

晒
榊
二
十
年
八
月
六
日
、
米
田

栄
作
は
、
擬
制
建
物
疎
開
に
よ
り

移
掠
し
て
き
た
ば
か
り
の
広
島
都

政
陳
新
調
（
現
・
商
区
）
に
い

た
．
此
精
出
の
裏
側
で
、
煉
燃
殻

下
地
蔦
か
ら
害
え
ば
向
変
に
婆
た

る
。
朝
食
中
だ
っ
た
．
賞
っ
白
い

光
が
通
っ
た
。
食
蟻
に
騒
か
れ
て

い
た
弁
当
が
ポ
ー
ン
と
と
び
、
聾

が
刷
れ
た
。
ガ
ラ
ス
片
で
右
足
首

に
け
が
を
し
た
。
壁
に
掛
け
た
寝

衣
の
片
そ
で
か
引
き
ち
ぎ
れ
た
．

爆
心
地
か
ー
と
ハ
百
㍍
の
左
官
即

遺
骨
・
遺
品
さ
え
な
く

悔
恨
バ
ネ
に
詩
作
へ
意
欲

も
な
い
。「

む
な
し
く
燃
え
つ
き
た
三
角

洲
（
デ
ル
タ
）
／
瓦
礫
（
か
れ

き
）
の
く
ず
れ
に
／
繭
が
悔
恨
を

た
た
き
つ
け
／
極
性
が
雨
幸
か
ら

し
た
と
き
／
い
く
日
か
の
雨
雷
の

な
か
を
／
こ
の
地
に
か
え
っ
て
き

た
永
眠
よ
／
や
す
ら
か
な
荒
暖
よ

／
と
り
の
こ
さ
れ
た
倖
（
し
あ

わ
）
せ
が
／
か
さ
な
り
あ
い
　
抱

き
あ
い
／
失
わ
れ
た
季
節
を
思
っ

日
、
阿
久
根
台
風
と
、
二
つ
の
台

風
が
広
島
の
擬
態
を
襲
っ
た
．
暴

風
雨
の
諸
の
中
で
米
田
は
、
中
断

し
て
い
た
講
蹄
を
再
び
執
っ
た
。

震
繭
に
洗
わ
れ
た
川
が
、
次
第
に

美
し
き
を
増
し
て
い
く
の
を
見

て
、
詩
へ
の
怠
欲
が
わ
い
て
き
た

の
で
あ
る
．
心
の
底
に
あ
る
、
戦

時
中
の
自
ら
の
沈
黙
へ
の
「
侮

恨
」
が
、
新
し
い
表
現
へ
の
バ
ネ

に
な
っ
た
よ
う
だ
．

「
地
核
」
に
深
々
発
表
さ
れ
た
。

「
地
核
」
は
米
田
が
、
九
斑
年
下

の
墜
一
一
苦
（
大
聖
ハ
年
－
昭
和
二

十
八
年
）
や
、
現
在
は
鹿
骨
で
詩

誌
「
杏
」
を
出
し
て
い
る
出
田
延

撃
つ
と
「
広
島
詩
人
協
会
」
を
繕

成
し
て
発
行
し
た
雑
誌
で
あ
る
。

米
田
は
「
地
核
」
創
刊
号
で
早

く
も
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
表
現
し
よ
う

と
提
案
し
て
い
る
．
「
原
子
詩
派

と
い
う
よ
、
つ
な
純
正
的
な
も
の
が

野
望
は
持
っ
て
い
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
創

刊
号
に
米
田
は
「
現
幻
」
と
い
う

務
を
載
せ
た
．

「
夕
雲
の
し
づ
か
な
る
そ
の
た

ゝ
づ
ま
い
／
そ
．
の
か
げ
に
身
没

ふ
　
荻
減
の
中
に
／
夜
が
選
り

朝
が
し
た
ゝ
る
」
と
い
っ
た
、
極

め
て
叙
楷
性
の
高
い
作
品
で
あ
っ

た
．
晦
は
計
八
号
ま
で
出
た
「
地

核
」
で
は
原
爆
詩
多
善
い
て
い
な

ヽ
－
－
．
●

●しーー

・
先
躯
的
な
作
詩
活
動

「
あ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
煉
燦
の

詩
轟
く
と
か
の
雰
囲
気
で
は
な

か
っ
た
．
と
に
か
く
詩
を
替
こ
う

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
と
米
田
．

そ
の
中
で
米
田
が
「
家
族
」

（
「
地
核
」
二
号
）
、
「
川
よ
、

と
は
に
美
し
く
」
　
（
一
三
号
）
、

「
里
の
玖
」
　
「
役
塙
の
地
」
　
（
四

号
）
、
「
邸
（
ひ
な
）
歌
」
　
（
六

号
）
、
「
川
の
鎮
魂
歌
」
　
（
八

号
）
と
、
継
続
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
を

表
現
し
た
こ
と
は
、
作
家
大
田

洋
子
や
詩
人
煉
民
営
ら
と
並
ぶ

先
駆
的
な
動
き
と
い
え
る
の
で
あ

る．
終
刊
号
に
な
っ
た
八
号
は
「
平

和
祭
敵
譜
号
」
　
（
二
十
四
年
八

月
）
と
銘
打
た
れ
、
膜
は
一
三
に

「
入
江
三
平
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

討
「
軍
陣
線
路
の
つ
雷
雲
一
見
給

え
」
一
食
威
せ
た
。
す
り
減
っ
た
レ

ー
ル
に
、
さ
き
ま
な
労
働
省
の

顔
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
の
譜
は
、

叙
橘
派
・
畦
か
ら
、
そ
の
後
の
原

爆
露
人
へ
の
夕
l
一
ン
グ
・
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
轟
と
思
わ
れ
る
．

（
文
中
仮
称
略
）



昭和63年（1988年）8月5日　（金曜日）（11）【文　化】

詩人小野十三郎氏（矢印）を迎えた広島の詩人たち
（昭和31年）

圭羊な一、も　　う

熊のい　／今

三
一
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
一
一
三
三
三
三
三
三
三
三
ヨ
三
三
一
…
緬
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
ヨ
ヨ
三
三
一
三
…
三
三
三
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川
よ
・
鷺

米
田
栄
作
・
詩
と
ヒ
ロ
シ
マ

詩
人
の
社
会
性
強
調

需
品
「
地
接
」
三
号
（
闘
型
一

十
三
年
十
用
）
に
、
米
田
架
作
が

高
輪
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
拾
い

て
い
る
。
「
語
に
於
て
も
平
俗
、

平
場
（
低
俗
、
安
易
を
賞
味
し
な

い
）
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
と
い

ふ
こ
と
も
思
慮
さ
れ
て
み
る
必
翼

か
あ
ら
う
。
今
日
、
諸
人
は
社
会

や
現
実
か
ら
切
り
離
し
て
は
考
へ

ら
れ
な
い
存
在
で
あ
る
」
と
、
訴

人
の
杜
金
種
を
擾
翻
し
て
い
る
．

そ
の
米
田
が
一
千
六
年
四
月
、

謹
項
「
川
よ
　
と
は
に
美
し
く
」

（
広
蔦
・
新
文
明
私
利
）
を
山
す
。

講
と
短
歌
を
鎮
め
た
架
線
貞
子
の

薫
い
卵
」
（
二
十
一
年
刊
）
は
あ
っ

た
か
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
プ
ー
マ
に
し

た
純
粋
な
謹
集
と
し
て
は
初
の
刊

行
だ
っ
た
。
判
年
九
月
に
は
堀
端

版
「
川
よ
　
と
わ
に
美
し
く
」

（
夷
京
・
締
二
群
坊
刊
）
と
し
て

中
火
か
ち
刊
行
し
て
い
る
。

米
田
は
こ
の
藷
集
で
「
地
核
」

っ
て
、
言
動
の
白
壁
を
失
い
た
く

な
い
」
と
考
え
て
、
こ
こ
を
削
除

し
た
と
米
田
は
言
つ
。
箱
の
目
に

か
か
ら
ぬ
き
り
き
り
の
と
こ
ろ
で

米
田
は
抵
抗
し
た
か
っ
た
よ
う

八
号
（
二
十
四

年
八
月
）
に
鼓

せ
た
「
川
の
鎖

へ
の
勉
強
の
た
め
た
と
い
へ
る
で

あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

．
言
炎
が
う
れ
し
か
っ
だ
、
と
米
田

は
言
つ
．
ナ
マ
の
感
憎
を
詩
表
現

へ
と
昇
華
し
た
努
力
を
犀
星
が
み

て
い
た
の
で
あ
る
。

暗
い
2
0
年
代
の
後
半

こ
の
詩
集
に
つ
い
て
、
後
に
米

田
は
、
共
布
に
い
た
評
論
家
窟
陳

艶
笑
（
故
人
）
か
ら
「
「
美
し

い
」
と
い
う
言
葉
を
ロ
に
す
る
に

は
大
変
な
男
気
が
い
っ
た
な
」
と

言
わ
れ
、
ギ
ク
リ
と
し
た
：
ふ
つ

う
な
ら
講
で
「
美
し
い
」
と
い
う

沖
縄
の
皮
怒
地
闘
争
で
「
や
さ

し
い
心
を
売
器
に
し
て
」
と
い
う

歌
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
昨

年
語
間
で
知
っ
た
米
田
は
「
自
分

の
気
持
ち
と
同
じ
だ
」
と
思
っ

た
。
「
や
さ
し
い
」
は
「
美
し

い
」
と
同
じ
で
あ
る
。
自
身
の
気

持
ち
を
表
現
す
れ
ば
「
美
し
い
川

の
心
矛
盾
と
し
て
」
と
な
る
と
い

う
．
「
美
し
く
」
あ
る
こ
と
が
、

戦
争
へ
の
「
抵
抗
」
に
な
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
外
部
の
暗

い
カ
へ
の
遼
抗
で
あ
り
、
戦
時
中

に
沈
黙
し
た
自
分
の
内
部
へ
の
抵

鏡
で
も
あ
る
．

魂
歌
」
の
五
行
分
を
削
除
し
た
。

そ
こ
に
は
「
水
に
天
幸
つ
つ
せ
地

を
つ
つ
せ
／
な
か
れ
に
石
空
か
へ

せ
水
を
か
へ
せ
」
と
い
う
謹
句
が

あ
っ
た
．
後
の
妬
三
吉
の
「
嬢
爆

雷
煩
こ
の
有
名
な
げ
「
ち
ぢ
を
か
え

せ
　
は
は
を
か
え
せ
」
に
彫
暫
し

だ
作
品
の
一
つ
で
は
な
い
か
、
と

の
指
摘
も
あ
る
詩
句
で
あ
る
。

占
領
軍
検
閲
に
抵
抗

「
占
領
弾
の
検
閲
に
ひ
っ
か
か

被
爆
地
へ
強
ま
る
関
心

「
第
五
福
竜
丸
」
で
一
気
に

た。
増
補
版
「
川
よ
　
と
わ
に
美
し

く
」
の
「
摩
」
で
竃
筈
畳
は
、

「
か
く
さ
れ
て
ゐ
る
作
者
の
く
や

し
さ
も
、
あ
と
か
た
も
な
く
拭
き

取
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
作
若
の
詩

一
一
一
糞
を
使
う
こ
と
は
極
力
避
け
ら

れ
る
。
そ
ん
な
言
案
を
使
わ
ず
に

「
美
し
い
」
と
思
わ
せ
る
の
が
表

現
で
あ
る
．
そ
れ
を
承
知
で
米
田

は
譜
に
「
川
よ
　
と
わ
に
美
し

く
」
と
つ
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
十
年
代
後
半
の
動

き
は
、
朝
鮮
戦
争
、
核
兵
器
競
争

－
と
ま
す
ま
す
暗
く
な
っ
て
い

く
．
二
十
九
年
三
月
一
日
、
ビ
キ

ニ
水
爆
実
額
で
第
五
福
竃
丸
は
死

の
灰
を
浴
び
犠
牲
者
を
出
し
た
。

一
気
に
反
核
遊
動
の
輪
が
広
が

り
、
人
々
の
昌
は
筏
嬢
地
に
向
け

ら
れ
た
．
岡
山
市
の
詩
誌
「
黄
謹

譲
」
第
三
巷
十
三
号
（
二
十
九
年

八
月
）
に
は
、
永
瀬
滑
子
の
「
廃

墟
は
ま
だ
冷
え
て
い
な
い
」
と
い

ふ
と
も
I
／
な
だ
め
ん
と
河
水

は
七
色
に
や
さ
し
く
め
ぐ
る
と
も

ー
」

三
十
一
年
三
月
八
日
に
捌
か

れ
た
「
原
民
薗
・
傭
三
者
記
念

現
代
詩
講
演
会
」
で
調
師
と
し

て
来
広
し
た
小
城
十
三
郎
も
措
い

た．

「
原
子
力
．
そ
れ
は
な
お
こ
こ

で
は
／
い
ず
こ
よ
り
か
き
た
り
／

人
間
の
佐
倉
の
深
部
を
熊
惨
に
犯

す
／
眼
に
見
え
な
い
、
縫
般
な
／

し
か
も
致
命
的
な
恐
る
べ
き
光
の

熱
源
だ
／
（
賭
）
お
ま
え
の
根
の

注
が
れ
て
い
る
方
由
～
一
地
て
／
は

じ
め
て
ハ
ッ
キ
リ
と
／
見
え
る
も

の
が
あ
る
」
　
（
「
廉
触
十
周
年

に」）
こ
の
講
は
米
田
が
中
心
に
な
っ

て
続
災
発
行
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

「
詩
災
広
島
」
　
（
一
二
十
四
隼
八

月
、
季
節
批
判
）
に
収
録
さ
れ

た
。
岡
諸
費
に
は
、
安
東
次
男
、

吉
塚
勤
治
、
木
下
夕
飾
、
真
理

に
、
鼓
井
繁
治
、
中
本
太
郎
－
お

作
品
も
あ
る
。

（
文
中
倣
称
轄
）
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米
田
栄
作
・
詩
と
ヒ
ロ
シ
マ

「
川
」
一
ケ
惑
い
続
け
て
い
た
米

田
粟
作
の
目
が
「
砂
」
に
向
い
た

時
が
あ
る
。
ビ
キ
ニ
水
察
議
に

よ
る
死
の
灰
較
災
が
起
き
た
二
十

九
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

砂
は
ひ
と
つ
ぷ
ひ
と
つ
ぶ
が
「
灼

（
や
）
け
て
い
る
」
砂
で
あ
る
．

マ
グ
ロ
や
雨
の
放
射
能
汚
染
が
問

題
と
な
り
、
核
嬢
兜
が
身
近
に
迫

っ
て
い
る
の
喜
怒
じ
た
時
、
米
田

の
怒
り
が
「
灼
け
る
秒
」
と
し
て

袈
現
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

人
類
を
砂
に
た
と
え

「
ひ
と
つ
ぶ
、
ひ
と
つ
ぶ
の
妙

が
死
者
の
眼
だ
ろ
う
か
／
ど
の
砂

に
も
、
同
じ
訴
え
の
叫
び
を
」
も

ら
せ
／
ど
の
砂
に
も
、
同
じ
祈
り

と
願
い
の
書
実
を
ち
り
ば
め
／
銭

の
鳴
り
ひ
び
く
と
き
／
ど
の
砂

も
、
炎
熱
の
空
を
み
つ
め
／
不
毛

の
地
に
脂
か
れ
て
い
く
も
の
を
、

夢
み
ろ
だ
ろ
う
か
L
I
こ
の
「
人

里
ハ
富
の
砂
」
は
一
千
九
年
八
月

た
う
歌
」
　
（
ぶ
れ
る
つ
と
詩
話
全

判
）
に
寂
せ
ら
れ
た
。

「
私
は
状
況
の
詩
は
よ
う
聾
か

な
い
．
報
道
文
輩
み
た
い
な
譜
は

の
中
田
新
聞
に

糞
婆
－
れ
た
。

「
ド
ー
ム
の

巻
頭
を
犀
星
が
飾
る

「
未
実
に
ま
で
う
だ
う
歌
」
の

糞
婆
詩
人
室
生
犀
星
の
「
著
者

に
お
く
る
詩
」
が
飾
っ
て
い
る
．

「
あ
ふ
れ
て
、
も
え
る
緑
に
／

よ
く
見
る
と
傍
が
あ
っ
た
。
／
少

女
達
の
額
に
／
十
年
も
な
ぼ
ら
な

い
傷
が
あ
る
や
う
に
、
／
こ
の
国
．

の
草
木
に
／
土
の
中
に
／
い
え
な

い
傷
が
あ
っ
た
、
／
君
は
そ
れ
を

見
続
け
て
ゐ
る
、
／
二
審
の
嘗
き

も
の
か
ら
君
は
離
れ
よ
う
と
は
し

な
い
、
／
害
が
離
れ
る
と
き
／
傷

た
詩
人
が
遠
く
に
い
た
こ
と
幸

ヒ
ロ
シ
マ
は
記
憶
し
て
い
て
も
い

l
 
o

．
米
田
の
ヒ
ロ
シ
マ
特
質
の
三
帰

日
「
八
月
六
日
の
奏
鴫
」
　
（
季
節

社
刊
）
は
、
一
二
十
六
年
二
月
に
出

さ
れ
た
．
六
〇
年
安
保
で
日
本
中

が
括
れ
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。

「
安
保
改
定
反
対
広
島
世
話
人

会
」
の
一
人
に
米
田
の
名
が
見
え

る
。
戦
争
へ
傾
斜
す
る
の
で
は
な

い
か
、
と
の
危
授
感
が
強
く
米
田

を
と
ら
え
た
よ
う
で
、
「
八
星
ハ

日
の
葵
鴨
」
は
、
そ
の
前
の
こ
詩

空
洞
へ
穀
雨
が
さ
め
ざ
め
鳴
る
と

き
／
お
ま
え
と
同
じ
へ
千
万
の
眼

が
私
の
／
全
身
を
嶺
（
た
ぎ
）
ら

せ
て
、
泥
の
中
で
鋳
る
の
だ
／
こ

の
憶
の
中
で
、
私
も
ま
た
／
広
聾

の
秒
を
灼
（
い
）
り
つ
つ
け
る
だ

ろう」こ
の
「
無
言
款
」
は
、
三
十
年

夏
に
刊
行
さ
れ
た
市
民
応
募
の
詩

集
「
広
島
の
詩
」
に
収
録
さ
れ
た

も
の
だ
．
い
ず
れ
も
三
十
年
六
月

に
刊
行
さ
れ
た
米
田
の
二
帰
日
の

ヒ
ロ
シ
マ
詩
集
「
米
英
に
ま
で
う

反
核
の
心
情
ふ
つ
ふ
つ

続
く
実
験
へ
強
い
危
機
感

響
き
た
く
な
い
」
と
米
田
は
言

う
．
だ
か
ら
、
米
田
の
詩
に
は
、

ビ
キ
一
霞
災
の
こ
と
は
あ
か
ら
さ

ま
に
出
て
こ
な
い
．
し
か
し
、
感

じ
た
こ
と
が
心
の
中
で
ろ
過
さ
れ

て
、
い
ろ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
生

む。

一

が
な
ぼ
っ
た
後
で
あ
ら
う
．
／
傷

は
何
時
な
は
る
か
判
ら
な
い
．
／

或
い
は
未
来
ま
で
も
治
ら
な
い
た

らう」産
屋
は
米
田
の
詩
を
、
深
く
読

み
こ
み
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
や
さ
し
い

心
で
読
み
破
っ
て
い
る
．
こ
う
し

藁
と
少
し
違
っ
た
感
じ
を
持
つ
。

「
状
況
の
詩
は
よ
う
醤
か
な
い
」

と
す
る
米
田
だ
が
、
こ
の
詩
集
で

は
「
状
況
」
も
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

孤
独
の
色
強
め
休
葦

「
ぎ
ょ
う
も
ま
た
、
水
鰻
芙

験
が
告
げ
ら
れ
る
と
き
／
最
大

振
幅
〇
・
五
ミ
リ
バ
ー
ル
の
／

異
常
微
気
圧
振
動
／
揺
さ
ぶ
ら

れ
通
し
だ
」
　
（
「
火
を
噴
く

砂」）

「
つ
き
つ
き
に
地
響
き
が
続
い

て
い
る
か
ら
／
安
ら
か
に
眠
れ

な
い
の
だ
／
ク
リ
ス
マ
ス
畠
か

ら
、
ネ
バ
タ
か
ら
／
ソ
連
領
内

か
ら
還
る
地
謡
善
に
雑
ざ
ぶ
ら

れ
／
お
ぴ
や
む
こ
れ
て
眠
れ
な
い

ま
ま
だ
」
　
（
「
八
月
六
日
の

芦」）
－
と
い
っ
た
詩
句
で
あ
る
．
し

か
し
、
政
治
は
安
保
改
定
を
腫
行

し
、
核
実
験
も
ま
た
続
け
ら
れ
て

い
く
．
「
八
星
ハ
日
の
褒
鴨
」
の

後
半
の
詩
は
再
び
孤
独
の
色
を
強

め
て
い
く
．

「
く
り
か
え
し
て
き
た
十
五
年

喝
イ
給
は
鈎
よ
り
も
か
な
し
く

／
つ
き
つ
き
に
銃
を
鴫
ち
す
と
き

／
お
ま
え
の
胸
に
よ
み
が
え
り
／

は
ば
た
く
も
の
は
何
か
／
砂
ほ
こ

り
の
過
ば
か
り
遭
く
／
つ
き
つ
き

に
死
者
の
影
か
つ
ら
な
り
」

（「記念樹の道」）

こ
れ
は
「
美
し
い
川
の
心
」
の

失
望
の
歌
で
は
な
か
ろ
、
（
ふ
．

こ
う
し
て
米
田
は
、
鷲
別
に
錐

を
折
っ
た
よ
う
に
、
三
十
六
年
以

降
ま
た
長
い
休
謎
に
入
る
．
米

田
自
身
は
、
経
営
す
る
全
社
の

「
轟
に
全
力
傾
注
」
し
た
た
め

詩
作
の
空
白
期
が
生
じ
た
と
説
明

す
る
．
だ
が
、
梢
神
的
な
落
ち
込

み
が
あ
っ
た
の
も
間
道
い
な
い
だ

ろう．

（
文
中
孫
酪
）
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「広島の川をめぐって」の座談会での米田きん
（左から2人目）＝昭和42年
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「
ぼ
く
の
謹
冊
動
は
聞
け
つ
泉

の
よ
、
つ
た
か
ら
－
」
と
米
削
栄
作

蔓
等
つ
。
戦
時
中
の
沈
黙
と
、
昭

型
二
十
六
年
か
ら
の
二
十
年
間
に

わ
た
る
寡
作
な
空
白
期
が
あ
っ
た

こ
と
雰
渚
し
て
い
る
．
米
田
は
五

十
七
年
初
頓
、
建
材
会
社
の
運
営

か
ら
退
き
、
そ
の
秋
、
失
明
の
危

蝦
の
あ
っ
た
隷
円
陣
の
手
術
を
し

た
。
「
こ
れ
が
私
の
聖
一
の
謹
作

閑
腰
」
と
果
里
第
一
の
聞
鞍
と

は
確
度
の
広
語
で
「
川
よ
　
と
わ

に
美
し
く
」
を
替
き
始
め
た
時

だ．

詩
人
や
画
家
を
歌
う
ー

雲
一
の
・
開
眼
は
、
奇
行
近
い
詩

「
兜
の
い
ろ
い
ろ
」
．
で
始
ま
っ

た
。
鞍
煎
広
堅
持
段
煉
町
（
現

・
蘭
区
比
治
同
町
）
に
あ
っ
た
ー
回

豪
山
路
前
の
ア
ト
リ
エ
に
袋
つ
詩

人
や
理
髪
義
っ
た
作
品
だ
．
米

田
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
兜
籍
に
入

っ
た
人
々
で
あ
る
。
「
自
覚
淘
」

め
い
た
こ
の
靖
を
塞
い
て
、
米
田

「
三
十
九
段
目
」
と
は
、
煉
襖

か
ー
三
千
九
年
出
、
「
ゴ
リ
タ
マ

ジ
ャ
タ
ン
」
と
は
、
営
譜
に
な
ぞ

ら
え
だ
の
で
小
魚
の
「
ゴ
リ
」

を
　
「
オ
タ
マ
ジ
ャ
タ
ン
＝
普

は
再
び
「
川
よ

ー
」
の
延
長
上

の
斑
を
作
る
怠

う。．
「
護
祖
母
は
雷
些
寮
母
輩
に

乗
せ
て
／
ど
い
の
圭
水
路
か
ら

輩
現
通
り
を
相
生
鰭
の
方
へ
行
っ

た
／
（
略
）
ア
ノ
夏
ノ
ア
ノ
棚

橋
の
上
で
／
晋
が
随
者
廉
た
　
碧

が
暖
を
拭
、
つ
た
／
細
が
蝿
に
潜
み

透
う
た
そ
の
／
一
瞬
　
橿
シ
カ
レ

筋
力
レ
　
千
々
こ
紋
ッ
タ
／
館
葉

四
十
年
　
骨
片
は
描
ら
ず
」

（
「
ベ
ン
」
1
9
8
6
）

「
死
者
）
と
ご
と
く
が
解
る
ま
．

・
で
　
稀
各
の
声
を
絶
や
す
な
／
死

に
き
れ
な
い
　
庚
懐
の
無
筆
轟

き
だ
て
よ
」
　
（
「
ベ
ン
」
1
9
8

掠
る
。
昭
和
四
十
二
年
に
広
島
県

諸
人
協
会
の
座
談
会
「
広
島
の
川

を
め
ぐ
っ
て
」
に
参
加
し
た
こ
と

．
か
お
る
．
栗
原
貞
子
、
大
原
三
八

鑑
、
杉
本
昏
坐
ら
が
同
席
し
た
．

そ
こ
で
米
田
は
「
美
し
い
」
と

「
と
わ
（
永
遠
）
」
と
い
う
書
梁

を
僅
つ
の
に
勇
気
が
い
っ
た
、
と

姿
言
し
た
。
そ
れ
だ
け
平
和
へ
の

強
い
願
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
．

米
田
の
詩
は
五
十
年
代
に
な
っ

て
、
尾
上
和
彦
や
三
枚
成
輩
と
い

っ
た
若
手
の
著
名
な
作
曲
家
に
よ

っ
て
曲
を
つ
け
ら
れ
、
各
地
の
演

奏
会
で
合
略
さ
れ
て
い
っ
た
。
三

欲
一
～
費
え
た
。
一
連
の
詩
「
聾
海

砂
（
へ
ぎ
ら
く
し
ょ
ー
つ
）
」
の
誕

生
で
あ
る
．

「
広
庭
の
棺
潜
は
皆
野
三
歩

ず
つ
下
り
る
／
三
十
九
段
目
の
／

シ
ラ
ブ
ル
が
一
休
止
す
る
時
／
岩

藩
に
色
槌
せ
身
寧
つ
／
（
路
）
ゴ

リ
タ
マ
ジ
ヤ
ク
シ
の
一
群
れ
が
／

白
い
花
を
嘲
（
く
わ
）
え
て
離
さ

な
い
／
．
（
一
言
も
の
眼
球
だ
っ
た

か
）
」
（
映
画
ペ
ン
ク
ラ
ブ
授
関

義
「
ベ
ン
」
1
9
8
4
）

鎮
魂
通
し
平
和
を
訴
え

言
葉
一
つ
に
も
折
り
込
め

存
」
に
見
立
て
た
。
「
こ
と
も
」

と
は
、
恐
死
し
た
米
田
の
三
関
接
一

郎
＝
当
時
へ
一
つ
廿
で
あ
る
．
「
鋲

税
を
通
し
て
平
和
へ
の
心
根
を
訴

え
よ
う
、
と
い
う
指
が
大
半
に
な

っ
た
」
と
自
ら
の
詩
に
つ
い
て
言

7）

合
唱
曲
に
な
り
脚
光

い
ず
れ
も
「
曇
洛
抄
」
と
超
し

た
米
田
の
露
で
あ
る
。
何
度
も
何

度
も
「
川
」
へ
猛
り
「
哲
郎
」
に

枝
は
米
田
の
合
本
詩
集
「
腹
鴬
不

能
（
む
な
し
か
ら
ず
）
」
　
（
四
十

六
年
、
鵜
川
書
房
刊
）
か
ら
、
合

唱
曲
「
川
よ
　
と
わ
に
美
し
く
」

パ
ー
ト
1
・
旦
き
作
っ
た
．
パ
ー

ト
皿
も
構
想
中
と
い
う
。
パ
ー
ト

1
は
五
十
六
年
に
芸
術
祭
優
秀
賞

に
輝
い
た
．

再
評
価
す
る
動
き
も

米
田
の
譜
を
再
評
価
す
ゑ
望
一

は
非
人
の
中
に
も
最
近
出
て
き

た
．
其
京
都
国
分
寺
市
で
詩
語

「
久
延
肥
育
（
く
え
び
こ
）
」
を

出
し
、
五
十
九
年
に
鴇
人
中
栂
永

二
と
「
戦
後
璃
史
年
空
を
作
成

し
た
深
沢
忠
孝
（
閥
和
九
年
生
ま

れ
）
が
そ
の
人
．
六
十
年
に
雑
誌

「
ち
く
ま
」
に
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
原
爆
詩
人
・
米
田
栄
作
」
を

磨
き
、
常
諦
価
の
き
っ
か
け
を
作

っ
た
。
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
リ

リ
ン
ズ
ム
が
く
っ
つ
い
た
す
ご
い

講
集
」
と
、
深
沢
は
「
川
よ
－
」
．

を
評
価
す
る
。
地
元
の
煉
寵
詩

人
陥
会
（
相
良
平
八
郎
会
長
）

も
、
今
秋
、
米
山
米
作
を
テ
ー
マ

に
大
会
を
開
く
．

「
こ
の
町
の
火
と
川
と
が
／
ま

っ
普
く
な
っ
て
き
た
の
は
／
そ
の

手
（
哲
郎
の
こ
と
）
や
／
そ
の
手

の
よ
ー
つ
な
天
使
た
ち
が
／
た
く
さ

ん
　
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
だ
ろ

う
」
　
（
「
採
認
憲
子
」
）

米
田
は
ヒ
ロ
シ
マ
の
川
に
ま
ん

だ
ら
（
墓
陀
離
廿
諸
仏
・
ば
さ
つ

な
ど
を
網
羅
し
て
描
い
た
悟
り
の

世
界
の
図
）
－
意
ね
合
わ
せ
て
見

る
．
か
つ
て
古
代
人
が
ま
ん
だ
ら

親
し
ゅ
う
ー
三
針
ず
つ
祈
り
を
込

め
て
作
っ
た
よ
、
つ
に
、
米
田
の
講

作
は
、
あ
の
日
の
死
者
た
ち
を
、

デ
ル
タ
の
ま
ん
た
ら
に
丹
念
に
、

青
紫
で
刺
し
ゅ
づ
し
て
い
る
よ
っ

に
み
え
る
．
八
十
巌
に
な
っ
て
も

針
の
手
を
放
そ
う
と
し
な
い
で

（
文
中
仮
称
賭
）
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